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相馬市民憲章 

美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ 
とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。 
報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず 
豊かな相馬をきずこう。 
ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくりに 

一人一人の力をかたむけよつ。 
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の
カ
ナ
表
記
、
口
座
番
号
が
印
字 

さ
れ
た
部
分) 

※
後
日
、
電
話
な
ど
で
状
況
を
確 

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ 

り
ま
す
。 

※
お
申
込
か
ら
支
給
ま
で
は
、
ご 

遺
族
の
権
利
関
係
の
調
査
が
必 

要
な
た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す
。 

従
来
は
死
亡
者
の
配
偶
者
、
子
、 

父
母
、
孫
、
祖
父
母
に
支
給
し
て 

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
遺
族
が 

い
な
い
場
合
に
限
り
、
死
亡
当
時 

に
同
居
し
、
ま
た
は
生
計
を
同
じ 

く
し
て
い
た
兄
弟
肺
妹
に
災
害
弔 

慰
金
を
支
給
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と 

お
り
で
す
。 

【

災
害
弔
慰
金
支
給
詳
細】

 

摩
対
象
と
な
る
方 

災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
方(

被 

災
時
に
相
馬
市
に
住
所
を
有
し
て 

い
た
方)

の
ご
遺
族
で
、
支
給
の 

範
囲
お
よ
び
順
位
は
次
の
と
お
り 

で
す
。 

•
支
給
順
位
お
よ
び
対
象
者 

死
亡
し
た
方
に
よ
り
主
と
し
て 

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た 

©
配
偶
者 

@
子 

©
父
母 

@
孫 

©
祖
父
母 

こ
れ
ら
の
遺
族
が
い
な
い
場
合 

に
限
り
、
死
亡
当
時
に
同
居
し
、 

ま
た
は
生
計
を
同
じ
く
し
て
し
た 

兄
弟
肺
妹
。 

※「

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た」

 

場
合
と
は
、
所
得
税
法
上
の
扶 

養
親
族
と
な
る
方
を
い
い
ま
す
。 

•
支
援
の
内
容 

•
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
た
場
合 

=
5
0
万
円 

•
そ
の
他
の
方
が
死
亡
し
た
場
合 

万
円 

※「

生
計
維
持
者」

は
、
死
亡
し 

た
方
か
ら
見
て
、
所
得
税
法
上 

の
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶 

養
親
族
と
な
る
方
を
い
い
ま
す
。 

•
提
出
書
類 

•
災
害
弔
慰
金
に
係
る
受
領
申
出 

書(

様
式
1)

 

• 
口
座
振
込
依
頼
書(

様
式
2)

 

•
受
領
さ
れ
る
方
の
身
分
証
明
書 

の
写
し(

運
転
免
許
証
、
健
康
保 

険
証
、
年
金
証
書
な
ど)

 

•
死
亡
診
断
書(

検
案
書)
な
ど 

の
写
し 

•
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し(

金 

融
機
関
名
、
取
引
店
名
、
名
義
人 

災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者
を
追
加
㈤
M
若
2
1
7
1 

東 
曰 
本 
大 

災 
に 
よ 
リ 
死 
亡 
さ 
れ 
た 
方 
の 
ご 
、虫 

族 
に 
対 
し 
て 

N 

くくく 
火 
圭 
ロ 

弔 
慰 
金 
を 
支 
給 
し 
て 
い 
ま 
す 

O 

県
外
で
予
防
接
種
を
希
望 

す
る
方
は
事
前
手
続
を 

市
で
は
、
U
月
1
日
か
ら
、
や 

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
福
島 

県
外
の
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を 

行
い
、
接
種
料
金
を
支
払
っ
た
場 

合
、
接
種
料
金
を
助
成
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
事
前
に
申
請
手
続
き 

を
行
つ
た
方
に
限
り
ま
す
の
で
、 

予
防
接
種
前
に
必
ず
、
保
健
セ
ン 

タ
ー
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
対
象
と
な
る
予
防
接
種 

※
！
！
月
丨
日
以
降
に
接
種
し
た
方 

に
限
り
ま
す
。 

1
定
期
の
予
防
接
種(

予
防
接 

種
法
に
基
づ
く
一 

類
疾
病
の
予
防 

接
種) 

• 
B
C
G
•
三
種
混
八
ロ 

(

ジ
フ
テ 

リ
ア
•
破
傷
風•

百
日
せ
き)

• 

M
R
1
期
• 

2
期•

 

3
期
• 
4
期 

•
一
一
種
混
合(

ジ
フ
テ
リ
ア
•
破 

傷
風)

•
日
本
脳
炎 

2
子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
予 

防
接
種
緊
急
促
進
事
業 

•
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
•
小
児
用
肺
炎 

球
菌
ワ
ク
チ
ン
•
子
宮
頸
が
ん
予 

防
ワ
ク
チ
ン 

•
申
請
場
所
保
健
セ
ン
タ
丨 

•
持
参
す
る
も
の
•
母
子
健
康 

手
帳
•
予
診
粟
ハ
夂
^
さ
れ
て
い 

る
場
合
} 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ
丨(

s
%
4
4
7
7)
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1
1
月
3
0
日
ま
で
申
込
延
長 

応
急
修
理
制
度
の
申
込
を 

"
月
3
0
日
ま
で
延
長 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
全 

壊
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
し 

た
住
宅
を
市
が
業
者
に
依
頼
し
て 

一
定
の
範
囲
内
で
応
急
修
理
を
す 

る
制
度
の
申
込
期
限
を
1
0
月
^
曰 

(

月)

ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、 

n
月
如
日(

水)

ま
で
延
長
す
る 

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

詳
細
は
、
建
築
課
に
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

S 

3
7
2
1
7
8)

 

損
壊
家
屋
な
ど
の
撒
去 

申
込
を
；
1
月
3
0
日
ま
で
延
長 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
損
壊
し 

た
家
屋
な
ど
の
撤
去
の
申
し
込
み 

期
限
を
1
0
月
お
日(

月)

ま
で
と 

し
て
い
ま
し
た
が
、
1
1
月
3
0
日 

(

水)

ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し 

ま
し
た
。 

詳
細
は
、
都
市
整
備
課
に
お
問 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
都
市
整
備
課 

(

S
3
7
2
1
6
0)

 

県
借
上
げ
住
宅
の
申
込
を 

3
月
幻
日
ま
で
延
長 

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
県
の 

借
上
げ
住
宅
の
受
付
は
、
1
0
月
3
1 

日(

月)

に
終
了
す
る
予
定
で
し 

た
が
、
福
島
県
と
の
協
議
の
結
果
、 

平
成
M
年
3
月
如
日(

金)

ま
で 

延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
建
築
課
へ 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

a 

3
7
2
1
7
9)

 
ご
利
用
く
だ
さ
い
！ 

「

中
小
企
業
向
け
復
旧
• 

復
興
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク」

 

県
内
の
中
小
企
業
を
対
象
と
し 

た
各
種
補
助
制
度
、
資
金
繰
り•

 

雇
用
支
援
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い 

る「

復
旧
•
復
興
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ヅ 

ク(

1
0
月
版)

v
e
r
6 

.

1」

が
作 

成
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し 

ま
す
" 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
市
役
所
2
階 

商
エ
振
興
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
福
島
県
ホ
丨
-T

へ
丨
ジ 

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
丨
ド
も
可
能
で
す
。 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
商
工
振
興
課 

(

S
3
7
2
1
5
4)

 

被
災
代
替
土
地
や
被
災
代
替
家
屋
を
取
得
し
た
方 

固
定
資
産
税
が
減
額
に
な
リ
ま
す 

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
特
例
に
よ
り
、
被
災
代
替
土
地
や
被
災 

代
替
家
屋
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
次
の
と
お
り
固
定
資
産
税
が
減 

額
と
な
り
ま
す
。 

•
被
災
住
宅
用
地
の
特
例 

大
震
災
に
よ
る
災
害
に
よ
り
滅 

失•

損
壊
し
た
住
宅
の
敷
地
の
用 

に
供
さ
れ
て
い
た
土
地(

被
災
住 

宅
用
地)

を
被
災
後
川
年
度
分
に 

つ
い
て
、
住
宅
用
地
と
み
な
し
、 

課
税
標
準
額
をg

平
方
メ
丨
ト
ル 

ま
で
は
6
分
の
1
、
そ
れ
を
超
え 

る
部
分
は
3
分
の
1
と
し
ま
す
。 

•
被
災
代
替
住
宅
用
地
の
特
例 

被
災
住
宅
用
地
の
所
有
者
な
ど 

が
被
災
住
宅
用
地
に
代
わ
る
土
地 

(

被
災
代
替
土
地)

を
平
成
幻
年 

3
月
M
曰
ま
で
の
間
に
取
得
し
た 

場
合
に
は
、
被
災
代
替
土
地
の
ぅ 

ち
被
災
住
宅
用
地
に
相
当
す
る
分 

に
つ
い
て
、
取
得
後
3
年
度
分
、 

住
宅
用
地
と
み
な
し
ま
す
。 

•
被
災
代
替
家
屋
の
特
例 

大
震
災
に
よ
る
災
害
に
よ
り
滅 

失
•
損
壊
し
た
家
屋(

被
災
家
屋)

 

の
所
有
者
な
ど
が
そ
の
家
屋
に
代 

わ
る
家
屋(

被
災
代
替
家
屋)

を 

平
成
ぬ
年
3
月
M
日
ま
で
の
間
に1 

取
得
し
、
ま
た
は
改
築
し
た
場
合 

に
は
、
被
災
代
替
家
屋
に
係
る
税 

額
の
ぅ
ち
被
災
家
屋
の
床
面
積
に 

相
当
す
る
分
に
つ
い
て
、
4
年
度 

分
は
2
分
の
1
、
そ
の
後
の
2
年 

度
分
は
3
分
の
1
を
減
額
し
ま
す
。 

參
被
災
代
替
償
却
資
産
の
特
例 

大
震
災
に
よ
る
災
害
に
よ
り
滅 

失
•
損
壊
し
た
償
却
資
産
の
所
有 

者
な
ど
が
当
該
償
却
資
産
に
代
わ 

る
償
却
資
産
を
平
成
別
年
3
月
3
1 

曰
ま
で
の
間
に
、
被
災
地
域
に
お 

い
て
取
得
し
、
ま
た
は
改
良
し
た 

場
合
に
は
、
課
税
標
準
額
を
4
年 

度
分
2
分
の
1
と
し
ま
す
" 

※
こ
れ
ら
の
特
例
の
適
用
に
つ
い 

て
は
、
申
告
と
一
定
の
要
件
を 

満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
税
務
課
固
定 

資
産
税
係(

S
リ
2
1
2 
8) 

相
馬
税
務
署
か
ら
被
災
さ
れ
た
方
へ 

所
得
税
の
還
付•

軽
減 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅
や 

家
財•

自
動
車
な
ど
に
被
害
を
受 

け
た
方
は
、
雑
損
控
除
な
ど
の
適 

用
に
よ
り
平
成
m
年
分
に
さ
か
の 

ぼ
っ
て
、
所
得
税
の
還
付
や
軽 

減•

免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が 

あ
り
ま
す
。 

相
馬
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の 

還
付
や
軽
減
•
免
除
手
続
き
に
つ 

い
て
の
個
別
相
談(

申
告
書
の
作 

成)

を
次
に
よ
り
行
つ
て
い
ま
す
。 

•
給
与
所
得
者
の
方
が
勤
務
先
の 

年
末
調
整
に
よ
っ
て
還
付
や
軽 

減•

免
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き 

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
個
別
相
談
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
期
間
1
1
月
2
9
日(

火)

ま
で 

※
土
曜•

日
曜
•
祝
日
を
除
く 

•
受
付
時
間
9
時〜

1
6
時 

•
場
所
中
村
字
塚
ノ
町
6 
5
-

1
6
振
興
ビ
ル
6
階
.
第
二
会 

議
室 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
税
務
署 

(

a
%
3
1
1
1)

 

※
所
得
税
の
還
付•

軽
減
手
続
き 

は
、
U
月
如
日(

水)

以
降 

も
税
務
署
に
お
い
て
行
ぅ
こ
と 

が
で
き
ま
す
が
、
お
早
め
に
手 

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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思い出の品がないか、もう一度ご確認ください 

11月30日をもって被災写真の公開を終了します 

市では、津波により流出した写真アルバムやランド 

セル、書籍、位牌などを公開しています。 

自衛隊や警察、消防団の皆さんが被災地から拾い集 

めた品を、ボランティアの協力により、できるだけき 

れいな状態に洗浄処理して保管していますが、今もま 

だ、たくさんの写真が、持ち主のもとに帰る日を待っ 

ています。 

しかし、震災から8力月が過ぎ、現在では訪れる方 

もほとんどいない状態です。 

そこで、 1 1月 3 0曰（水）で、公開を終了し、会 

場を閉鎖いたします。 

残り少ない公開期間ですが、この機会に、ぜひ思い 

出の品を見つけてお持ち帰りください。 

•公開場所旧相馬女子高校（中村字川原町) 

• 公 開 時 間 1 0 時 〜 1 5 時 

(土日•祝日も公開しています） 

※大判の記念写真（結婚式•七五三などのスタジ 

オ撮影写真、同窓会•団体旅行などの集合写真 

など）の一部については、デジタル化して保管 

しています。 

こちらは企画政策課にて閲覧できますので、ご 

希望の方はご連絡ください。 

• 問 い 合 わ せ 先 企 画 政 策 課 O 37-2218) 

住
宅
被
害
見
舞
金
を
贈
呈
し
ま
す 

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会 

(

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会
は
、 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
居
住
し
て 

い
た
住
居
が
全
壊•

大
規
模
半 

壊•

半
壊
の
被
災
を
し
た
世
帯
に
、 

家
族
人
数
に
応
じ
て
住
宅
被
害
見 

舞
金
を
贈
呈
し
ま
す
。 

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、 

対
象
と
な
る
方
は
、
申
請
に
必
要 

な
も
の
を
す
べ
て
そ
ろ
え
た
ぅ
え 

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

当
日
会
場
で
の
コ
ピ
丨
依
頼
な 

ど
は
一
切
お
受
け
い
た
し
か
ね
ま 

す
。 

•
対
象
者
次
の
全
て
の
条
件
を 

満
た
す
世
帯
の
世
帯
主
の
方
で
す
。 

(
ー)
平
成
2
3
年
3
月
：
：
曰
現
在 

で
相
馬
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ 

と
。 

(

2)

市
が
発
行
し
た
り
災
証
明 

書
の「

り
災
世
帯
の
構
成
欄」

に 

「

氏
名
、
生
年
月
日
、
続
柄」

の 

記
載
が
あ
る
こ
と
。 

(

3)

り
災
証
明
書
が
全
壊
、
大 

規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
で
あ
る
こ 

と
。 

※
震
災
で
世
帯
主
が
亡
く
な
つ
た 

場
合
は
、
現
在
の
世
帯
主
が
対 

象
で
す
。
受
付
に
お
申
し
出
く 

だ
さ
い
。 

•
申
請
日
時
じ
月
3
日(

土)
 

9
時〜

M
時
.
1
2
月
4
日(

日)
 

9
時〜

1
2
時 

•
申
請
会
場
総
合
福
祉
セ
ン 

タ
^~ 

(

は
ま
な
す
館)

ホ
^—

ル 

小
泉
字
高
池
3 
5 

7
番
地 

•
見
舞
金
支
給
金
額 

•
単
身
世
帯
=
3
万
円 

•
2
人
か
ら
3
人
の
世
帯
=
5
万 

円 •
4
人
以
上
の
世
帯
万
円 

※
支
給
額
は
、
基
金
会
が
り
災
証 

明
書
の「

り
災
世
帯
の
構
成
欄」

 

に
記
載
さ
れ
た
人
数
で
決
定
し 

ま
す
。 

_
見
舞
金
申
請
に
必
要
な
も
の 

•
り
災
証
明
書
の
写
し(

台
湾
佛 

教
慈
濟
基
金
会
に
提
出
し
て
い
た 

だ
き
ま
す)

 

•
本
人
確
認
書
類(

免
許
証
、
健 

康
保
険
証
な
ど)

 
•
印
か
ん(

朱
肉
を
使
用
す
る
認 

印) 

•
世
帯
主
以
外
が
申
請
す
る
場
合 

は
委
任
状(

世
帯
主
か
ら
委
任
を 

受
け
た
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必 

要
で
す) 

•
当
日
申
請
で
き
な
い
場
合 

(

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会
日 

本
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。 

(

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会 

=
1
9
6
6
年
證
厳
法
師
に 

よ
っ
て
台
湾
.
花
蓮
県
で
設
立
さ 

れ
ま
し
た
。 

台
湾
を
拠
点
に
し
て
広
く
世
界 

に
視
野
を
お
い
た
慈
善
団
体
で
、 

医
療
.
建
設•

教
育•

社
会
文
化 

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先 

V (

財)

台
湾
佛
教
慈
濟
基
金
会 

曰
本
支
部 http://tw.tzuchL

 

org/jp/
 
(

受
付
時
間
9
時〜

1
7 

時)

• (

s
o
3
I
3 
2 

〇 

3 
—
 

5
6
5
1)

 

•

社

会

福

祉

課

(

© 

^
2 
1
7 
1) 

http://tw.tzuchL
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® ※地図上の番号は、次ページか 

らの拡大図と対応しています。 

全 体 図 

畚指定する区域 

大字名 字名など 

原釜 
大津の一部、北谷地の一部、仲田の一部、 
招尻の一部、浜田の一部、蔵平の一部 

尾浜 
北ノ入の一部、須賀畑の一部、寺前の一部、 
ニ合田の一部、船越の一部、南ノ入の一部 

新沼 広須賀の一部 

柏崎 北家野の一部、南家野の一部 

磯部 

上ノ台の一部、大洲の一部、大浜の一部、 
大迎の一部、狐穴の一部、古磯部の一部、 
芹谷地の一部、台畑の一部、土橋の一部、 
信成の一部、四方柴の一部 

蒲庭 
狩野の一部、立切北の一部、前迫の一部、 
孫目の一部 

※区域内の地番などを確認したしヽ場合は都市整備課 

にお問い合わせください。 

(

注
2)

制
限
さ
れ
る
建
築
と
は
、 

以
下
の
行
為
と
な
り
ま
す
。 

0
「

新
築」

更
地
に
新
た
に
建 

築
物
を
つ
く
る
こ
と
、
ま
た
は
別 

棟
で
新
た
に
建
築
物
を
つ
く
る
こ 

と
。 

@「

増
築」

敷
地
内
の
既
存
建 

築
物
に
増
築
す
る
こ
と
。 

@「

改
築」

従
前
の
建
築
物
を 

取
壊
し
、
こ
れ
と
位
置
、
用
途
、 

構
造
、
階
数
、
規
模
が
ほ
ぼ
同
程 

度
の
も
の
を
建
て
る
こ
と
。 

©「

移
転」

同
一
敷
地
内
で
、 

建
築
物
を
移
す
こ
と(

曳
家)

。 

敷
地
が
異
な
る
場
合
は
新
築
。 

問
い
合
わ
せ
先 

都
市
整
備
課(

3
^
2
1
6
1)

 

•
制
限
す
る
期
間
防
波
堤
、
護 

岸
の
整
備
な
ど
防
災
対
策
や
避
難 

路
の
整
備
な
ど
減
災
対
策
が
講
じ 

ら
れ
る
な
ど
、
当
面
の
間
。 

•
告
示
年
月
日 

平
成
“
年
1
0
月
3
1
日
相
馬
市
告 

示
第
M
号 

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ 

る
津
波
で
家
屋
が
流
出
す
る
な
ど
、 

甚
大
な
被
害
が
あ
つ
た
地
域
に
お 

い
て
は
、
居
住
す
る
た
め
の
新
た 

な
建
物
を
建
築
す
る
こ
と
は
危
険 

と
判
断
し
、
市
民
の
安
全
を
確
保 

す
る
た
め
、
災
害
危
険
区
域
に
指 

定
し
、
建
築
制
限
を
行
い
ま
す
。 

•
災
害
危
険
区
域
と
は 

建
築
基
準
法
第
卻
条
に
基
づ
き
、 

津
波
な
ど
に
よ
る
危
険
が
著
し
い 

た
め
に
建
築
物
の
建
築
に
適
し
な 

い
場
所
と
し
て
、
市
が
指
定
し
た 

区
域
。 

•
建
築
制
限
の
内
容 

左
記
区
域
内
に
お
い
て
は
、
住 

居
の
用
に
供
す
る
建
築
物(

注 

1)

の
建
築(

注
2)

が
制
限
さ 

れ
ま
す
" 

(

注
1)

専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
、 

併
用
住
宅
お
よ
び
特
別
養
護
老
人 

ホ
丨
-r

病
院
、
旅
館
、
ホ
テ
ル 

な
ど
宿
泊
を
伴
ぅ
建
築
物
が
制
限 

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
建
築
物 

(

店
舗
、
工
場
、
倉
庫
な
ど)

の 

建
築
は
可
能
と
な
り
ま
す
。 

津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
あ
つ
た
地
域
を
災
害
危
険
区
域
に
指
定
し
ま
し
た 



®原釜字大津ほか で囲まれた範囲が災害危険区域です。 

(D尾浜字北ノ入ほか で囲まれた範囲が災害危険区域です。 

字寺前 
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(3)磯部字芹谷地ほか 

|で囲まれた範囲が 

災害危険区域です。 

® 磯 部 字 古 磯 部 ほ か 

で囲まれた範囲か 

災害危険区域です。 
j __ 

• ベ 胃 、 m . ： ノ字，メダ 

字狐:^ 
字狐穴 

字雷田 

字 古 も ク 

字信成 
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® 蒲 庭 字 狩 野 ほ か で囲まれた範囲が災害危険区域です。 

字軽井沢 

® 蒲 庭 字 孫 目 ほ か で囲まれた範囲が災害危険区域です。 
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福島県義援金•日本赤十字社なと義援金（平成
23

年
1

0月
31

曰現在) 

福島県に寄せられた義援金と日本赤十字社などからの義援金は、県の配分委員会が配分を 

決定し、市が被災者の方にお渡しした義援金です。 

•福島県義援金 

平成23年3月11日現在、相馬市に居住していた方で、地震、津波で住宅（借家を含む） 

が全壊、大規模半壊または半壊の被害を受けた世帯にお渡ししています。 

区 分 件 数 金 額 配分額基準 

第1次配分 1,844 件 9,220万円 5万円/世帯 

第2次配分 2,266 件 2億1,495万円 

10万円/死亡者•行方不明者 
10万円/

/

全壊世帯 
5万円/大規模半壊•半壊世帯 
100万円/震災孤児 
50万円/震災遺児 

配分合計 4,110 件 3億0,715万円 

※第1次配分より第2次配分の件数が多くなっているのは、2次配分では配分基準に死亡 

者および震災孤児などが新たに追加されたためです。 

•日本赤十字社など義援金 

平成23年3月11日現在、相馬市に居住していた方で、®地震、津波で住宅（借家を含む） 

が全壊、大規模半壊または半壊の被害を受けた世帯、©地震や津波で亡くなった方、または 

3力月間行方の分からなし、方のご遺族にお渡ししています。 

区 分 件 数 金 額 配分額基準 

第1次配分 2,270 件 6億6,530万円 
35万円/全壊世帯 
18万円/半壊世帯 
35万円/死亡者•行方不明者 

第2次配分 2,267 件 10億5,804万円 
56万円7全壊世帯 
28万円/半壊世帯 
56万円/^死亡者•行方不明者 

第2次追加配分（1回目） 2,267 件 1億4,327万円 
75,808円/全壊世帯 
37,904円/半壊世帯 
75,808円/死亡者•行方不明者 

第2次追加配分（2回目） 2,267 件 1億1,340万円 
60,000円/全壊世帯 
30,000円/半壊世帯 
60,000円/死亡者•行方不明者 

配分合計 9,071件 19億8,001万円 

H23.11.15広報そうま© 

義
援
金
の
配
分
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

福
島
県
義
援
金
や
日
本
赤
十
字
社
な
ど
義
援
金
、
そ
し
て
市
に
寄
せ
ら
れ
た
災
害
義
援
金
の
配
分
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 



市に寄せられた義援金（平成
23

年
1

0月
31

曰現在) 

国内外の皆さまから相馬市に直接寄せられた義援金は、市の配分委員会が配分を決定し、 

被災者の方にお渡しした義援金です。 

•市に寄せられた義援金の配分状況 

区 分 金 額 備 考 

市に寄せられた義援金の総額 5億5,217万円 

既に配分した義援金額 3億6,788万円 詳細は「•配分状況の内訳」のとおり 

未配分の義援金額 1億8,429万円 詳細は「•未配分の義援金について」のとおり 

•配分状況の内訳 

お寄せいただいた義援金は、震災で被災した方への生活支援金、自立支援金や仮設住宅入 

居支度金などとして配分し、また、緊急避難時への備えのために活用しています。 

•生活支援金 1億6,389万円（3万円7人を5,463人の方に支給しました） 

•対象者：相馬市に住民登録（3月11日現在）があり、地震、津波で住宅（借家を含む）が半壊以上の 

被害を受けた方 

•仮設住宅入居支度金 7，670万円（10万円/
/

世帯を767世帯に支給しました） 

•対象者：市内の仮設住宅に入居が決定し、仮設住宅入居時に相馬市に住民登録がある世帯 

•自立支援金 9，670万円（10万円7世帯を967世帯に支給しました） 

•対象者：相馬市に住民登録（3月11日現在）があり、住宅（借家を含む）が半壊以上の被害を受けた 

世帯（仮設住宅入居支度金の支給を受けていない世帯） 

•自立支援セット 21,356,000円（布団セット3,000組配布） 

•避難用リュックサック8，5 6 5，9 2 7円（全世帯へ配布） 

•避難用担架 67 0 , 0 0 0円（自力避難困難者用50台配置） 

•未配分の義援金について 

市に寄せられた義援金の未配分額については、11月8日に開催した配分委員会でその配 

分が決定されましたので、相馬市災害義援金として下記の方法で12月中旬にお渡しをする 

予定となっています。 

なお、12月に配分を予定している総額は、1億8,300万円（3万円X 6,100人）です。 

•対象者：3月11日現在、相馬市に住民登録があり、住民登録地の住居がり災証明で半壊以上の 

被災を受けられた世帯。 

•配分額：り災証明「り災世帯の構成欄」にお名前の記載がある人数X 3万円 

•支給方法：県義援金などを受け取られた世帯の代表者の口座に振り込みをします。 

(申請書などの提出は必要ありません） 

•問い合わせ先 

•福島県義援金•日本赤十字社など義援金：社会福祉課(33 7 - 2 1 7 1 ) 

•市義援金：財政課（ S 3 7 — 2 1 2 3 ) 
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會総繊維の繊維数濃度 

測定日：平成23年1 0月1 1日 (単位：本/リツトル) 

測定地点 
総繊維数 

濃度 
アスベスト 
繊維数濃度 

その他の 
繊維数濃度 

1.光陽地内 
(災害廃棄物集積場） 

4.3 0.60 3.7 

2.尾浜地内（賀都屋交差点） 2.5 0.20 2.3 

3.岩子地内（消防屯所） 1.9 0.50 1.4 

4.新田地内 
(結城農機店前交差点） 

0.98 0.12 0.86 

5.磯部地内（堰場橋丁字路） 1.7 0.00 1.7 

6.光陽地内 
(ソフトボール場） 

1.2 0.00 1.2 

7.細田地内 
(松ヶ江地下道交差点） 

1.9 0.10 1.8 

8.北飯渕地内（角田公園） 1.4 0.00 1.4 

9.中村地内 
(市役所分庁舎前） 

0.86 0.00 0.86 

10.曰下石地内 
(国道6号ロ一ソン前） 

1.8 0.10 1.7 

H23.11.15広報そうま® 

市
内
の
大
気
中
ア
ス
べ
ス
ト
濃
度
測
定
結
果 

•
調
査
場
所 

被
災
地
区
や
住
宅
地
な
ど
、
市 

内
の
m
箇
所
で
測
定
。 

•
測
定
方
法 

環
境
省
作
成
の「

ア
ス
ベ
ス
ト 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル(

第 

3

版)」

に
準
拠
。 

•
調
査
項
目 

環
境
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
繊 

維
数
の
濃
度
。(

総
繊
維
数
を
計 

測
し
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
り
ア
ス 

ベ
ス
ト
を
同
定)

 

•
測
定
結
果 

全
て
の
測
定
箇
所
で
、
ア
ス
べ 

ス
ト
繊
維
数
濃
度
が
、
敷
地
境
界 

基
準
で
あ
る
川
本\

リ
ッ
ト
ル 

(

大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
第 

比
条
の
2)

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

S
3
7
2
1
4
2)

 

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た 

こ
と…

あ
リ
ま
せ
ん
か
？ 

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
で 

は
林
業
退
職
金
共
済
制
度(

林
退 

共)

に
よ
る
退
職
金
を
受
け
取
っ 

て
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
過
去
に
林
業
に
従
事
し 

て
お
り
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加 

入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に 

つ
い
て
も
お
調
べ
し
て
い
ま
す
。 

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
お
気 

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

林
退
共
と
は
、
林
業
従
事
者
が 

対
象
の
制
度
で
す
。 

当
制
度
で
は
、
一
定
期
間
加
入 

し
て
い
る
方
が
林
業
を
辞
め
ら
れ 

た
場
合
な
ど
に
退
職
金
の
受
け
取 

り
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災 

さ
れ
、
共
済
手
帳
を
紛
失
さ
れ
た 

方
が
退
職
金
を
請
求
さ
れ
る
場
合 

な
ど
、
で
き
ぅ
る
限
り
の
範
囲
に 

お
い
て
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
の 

で
、
最
寄
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

畚
問
い
合
わ
せ
先
独
立
行
政
法 

人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林 

業
退
職
金
共
済
事
業
本
部(

〒
ー 

o 
5 
— 
o
o
l
l
東
京
都
港
区 

芝
公
園
1
1
7
1
6
退
職
金
機 

構
ビ
ル
s
o
3
I
5
4
0
0 

4 
3 
3 
4 

F
A
X
Q
3—

—

3
4 3 

2 
—
—

5 
8 
6 
8
} 

※
詳
し
く
は
ホ
 ̂

^
へ
^~

ジ
で
も 

ご
案
内
し
て
い
ま
す
。 

h
t
t
p
K
/
w
w
w
.
r
i
n
t
a
i
K
y
o
.
 

t
a
i
s
v
o
k
u
k
i
n
.
g
o
.
j
p
j
/
 

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催 

相
馬
税
務
署
で
は
、
次
の
日
程 

で「

平
成
m
年
分
年
末
調
整
説
明 

会」

を
開
催
し
ま
す
。 

•
開
催
月
日
“
月
1
7
日(

木)
 

お
よ
び
U
月
"
日(

金)
 

•
時
間 

•
受
付
=
じ
時
0
0
分〜

 

•
説
明
会
"
1
3
時
3
0
分〜

1
5
時
3
0 

分 •
開
催
場
所
総
合
福
祉
セ
ン 

タ <—「

は
ま
な
す
館」

多
目
的
ホ
^— 

ル(

小
泉
字
高
池
3 
5 
7)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
税
務
署 

法
人
課
税
第
一
部
門(

S
3
6
3 
1 

r
—
i

 
}
 

※
音
声
案
内
で「

2
番」

を
選
択 

し
て
く
だ
さ
い
。 

攀
そ
の
他 

※
駐
車
場
の
利
用
台
数
に
は
限
り 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く 

だ
さ
い
。 

※
年
末
調
整
関
係
用
紙
に
つ
い
て 

は
、
税
務
署
に
お
届
け
の
あ
る 

住
所
あ
て
に
送
付
し
て
い
ま
す
。 

「

卩
2
4(

ピ
丨
*
エ
ム
，
フ
ォ—) 

ラ
イ
ト
オ
ン
運
動」

実
施
中 

秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
薄
暮
時 

(

午
後
4
時
か
ら
午
後
7
時)

に 

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ 

り
ま
す
。 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
午 

後
4
時
を
目
安
と
し
た
ラ
イ
ト
の 

早
め
点
灯
と
原
則
上
向
き
ラ
イ 

ト(

幻
惑
防
止
の
た
め
、
こ
ま
め 

な
切
り
替
え)

を
励
行
し
、
歩
行 

者
や
自
転
車
の
存
在
に
気
を
つ
け 

た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
よ
う
。 

歩
行
者
や
自
転
車
運
転
者
の
皆 

さ
ん
は
、
夜
光
反
射
材
や
自
転
車 

ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
な
ど
を
活
用 

し
、
ド
ラ
イ
バ
丨
の
方
に
自
分
の 

存
在
を
早
期
に
発
見
し
て
も
ら
う 

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。 

市
民
全
体
の
取
り
組
み
に
よ
り
、 

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

•
運
動
期
間
平
成
M
年
2
月
2
9 

日
ま
で 

(

市•

市
交
通
対
策
協
議
会)

 

http://www.rintaiKyo
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保育所一覧 

保育所名 住所 定員 電話番号 保育時間 

相馬保育園 中野字寺前37 120名 35-2570 

中村報徳保育園 中村字大手先31-2 150名 36-1800 7 ：〇〇〜 

みなと保育園 尾浜字原189 170名 38-8045 19 ： 00 

さくらがおか保育園 中村字川沼298 45名 37-7211 

※ただし、さくらがおか保育園については、3歳未満の児童が 

入所対象になります。 

放課後児童クラブ登録申込受付 

平成24年4月からの放課後児童クラブへの入会登 

録の受付を次により行います。 

•受付期間 

1 1月 2 1日（月）〜平成2 4年 1月 6曰（金） 

畚登録会員の資格 

日中保護者の就労などで留守家庭（かぎっ子）にな 

る小学1年生から3年生までの児童•著しく心身に障 

害のない児童 

春定員右表のとおり 

秦申込方法 

中央児童センターおよび川原町児童センターについ 

ては直接各センターに登録申請書を提出してください。 

中村ニ小児童クラブ、飯豊小児童クラブ、大野小児 

童クラブについては各クラブまたは市社会福祉課のい 

ずれかに児童クラブ登録申請書を提出してください。 

(申請書は、それぞれの窓口に備えてあります） 

•その他 

登録希望者は、児童クラブ入所選考基準により審査 

することになります。 

市内放課後児童クラブ 

児童クラブ名 定員 電話 実施日時 

中央児童センター 
ホニ一クフブ 60名 35-2008 •毎日 

(日曜、祝日、年末 
年始を除きます） 

• 1 2時〜 

18時15分 
(土曜日と長期休業 

期間は9時〜18時 
15分） 

11丨原町児童センター 
みつばちクラブ 

50名 35-6355 

•毎日 
(日曜、祝日、年末 

年始を除きます） 

• 1 2時〜 

18時15分 
(土曜日と長期休業 

期間は9時〜18時 
15分） 

中村ニ小児童クラブ 
かもめクラブ 

35名 38-8131 

•毎日 
(日曜、祝日、年末 

年始を除きます） 

• 1 2時〜 

18時15分 
(土曜日と長期休業 

期間は9時〜18時 
15分） 

飯豊小児童クラブ 
ひまわりクラブ 

30名 37-8870 

•毎日 
(日曜、祝日、年末 

年始を除きます） 

• 1 2時〜 

18時15分 
(土曜日と長期休業 

期間は9時〜18時 
15分） 大野小児童クラブ 

たんぽぽクラブ 
30名 36-3570 

•毎日 
(日曜、祝日、年末 

年始を除きます） 

• 1 2時〜 

18時15分 
(土曜日と長期休業 

期間は9時〜18時 
15分） 

•問い合わせ先市社会福祉課（ 3 3 7 — 2 2 0 4 ) 

または各児童センター、児童クラブ 

•
そ
の
他 

©
保
護
者
が
保
育
所
を
自
由
に
選 

ん
で
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
す
。 

た
だ
し
、
希
望
者
が
定
員
を
超 

え
る
場
合
は
、
公
正
な
方
法
で
入 

所
選
考
を
行
ぅ
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

©
保
育
料
は
、
保
育
サ
丨
ビ
ス
の 

費
用
を
基
礎
と
し
て
所
得
に
応
じ 

て
決
定
し
ま
す
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
社
会 

福
祉
課
児
童
家
庭
係(

0
3
7
2 
2 

0
4
ン 

『

第
1
回
中
間
報
告』

を 

配
布
し
て
い
ま
す 

市
で
は
こ
の
た
び
、
3
月
1
1
曰 

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
、 

半
年
後
の
9
月
n
日
ま
で
の
記
録 

を
ま
と
め
た『

第
1
回
中
間
報 

告』

を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
布 

し
て
い
ま
す
。 

川
月
中
旬
に
行
政
区
を
通
し
て 

配
布
し
ま
し
た
が
、
届
い
て
い
な 

い
方
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
情
報 

政
策
課(

市
役
所
3
階)

ま
で
お 

越
し
く
だ
さ
い
。 

※
配
布
は
、
各
世
帯
に
1
部
ず
つ 

と
な
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
情
報
政
策
課 

(

3
^
2
1
1
7)

 
•
申
込
方
法
所
定
の
申
込
用
紙 

に
記
入
し
、
印
か
ん
を
持
参
の
ぅ 

え
必
要
な
圭
曰
類
を
そ
ろ
え
て
社
会 

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

(

申
込
用
紙
は
、
保
健
福
祉
部
社 

会
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
園
に
あ 

り
ま
す)

 

書
継
続
申
込
現
在
入
所
し
て
い 

る
児
童
で
、
引
き
続
き
入
所
を
希 

望
す
る
方
は
、
家
庭
状
況
報
告
書 

を
1
2
月
5
日(

月)

ま
で
入
所
し 

て
い
る
保
育
所
に
提
出
し
て
く
だ 

さ
い
。 

平
成
M
年
度 

保
育
所
入
所
児
童
募
集 

来
年
4
月
に
保
育
所
の
入
所
を 

希
望
す
る
児
童
の
申
し
込
み
を
次 

に
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。 

•
受
付
期
間
U
月
む
日(

月)
 

〜

平
成
M
年
1
月
6
曰(

金)
 

•
対
象
者
保
護
者
お
よ
び
同
居 

親
族
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由 

で
、
家
庭
で
十
分
な
保
育
が
受
け 

ら
れ
な
い
乳
幼
児
。 

1
.
日
中
、
常
に
家
庭
外
で
働
い 

て
い
る
。 

2
.
日
中
、
常
に
家
庭
内
で
児
童 

と
離
れ
て
家
事
以
外
の
仕
事
を
し 

て
い
る
。 

3
.
妊
娠
中
か
出
産
後
間
が
な
い
。 

4
.
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る
か 

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が
あ 

る
。 

5
.
病
気
や
精
神
ま
た
は
身
体
に 

障
が
い
が
あ
る
同
居
の
親
族
を
長 

期
に
わ
た
り
常
時
介
護
し
て
い
る
。 

6
.
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の 

他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
つ
て
い 

る
。 

7
.
平
成
M
年
度
中
に
出
産
休
暇
、 

育
児
休
業
が
終
了
し
て
職
場
復
帰 

す
る
。 

8
.
求
職
活
動
に
よ
り
、
児
童
の 

保
育
が
で
き
な
い
。 

9
.
そ
の
他
、
右
記
の
状
態
に
類 

す
る
状
態
に
あ
る
。 
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仮設住宅名称 1 D K 2 D K 3 K 

北飯渕応急仮設住宅（東グラウンド） 〇 1 〇 

柚木応急仮設住宅 〇 2 〇 

月末日現在）の子どもがいる方、身体障がい者、75歳以 

上（当月末日現在)）のみの募集になります。 

※上記募集住宅以外でも11月30日までに空きが出ました 

ら、入居いただけます。 

応
急
仮
設
住
宅
の 

空
き
戸
数 

11 U
月
分
の
応
急
仮
設
住
宅
の
募 

集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

1
1
月
ー
日
現
在
の
仮
設
住
宅
の 

空
き
戸
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
9
月 

巧
日
号
の
広
報
そ
ぅ
ま
を
ご
参
照 

く
だ
さ
い
。 

そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て 

は
、
建
築
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

a 

3
7
2
1
7
9)

 

ふ
と
ん
丸
洗
い
乾
燥 

サ
I
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す 

市
で
は
、
次
に
よ
り
ふ
と
ん
丸 

洗
い
乾
燥
サ
丨
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。 

希
望
す
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ 

さ
い
。 

•
対
象
者s

歳
以
上
の
高
齢
者 

の
み
の
世
帯
に
属
す
る
在
宅
の
高 

齢
者
で
、
心
身
の
障
が
い
や
傷
病 

な
ど
に
よ
り
、
寝
具
類
の
衛
生
管 

理
が
困
難
な
方 

•
サ
丨
ビ
ス
内
容
対
象
者
の
使 

用
し
て
い
る
ふ
と
ん
上
下
1
組
を 

無
料
で
丸
洗
い
乾
燥
し
ま
す
。
ふ 

と
ん
の
回
収
、
配
達
は
直
接
業
者 

が
行
い
ま
す
。 

•
申
込
方
法
健
康
福
祉
課(

市 

役
所
分
庁
舎)

に
用
意
し
て
あ
る 

申
請
書
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
印
か
ん
は
不
要
で
す
が
、
保
険 

証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
ご 

持
参
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
期
間
U
月
巧
日(

火)
 

〜

^
月
9
日(

金)
 

•
サ
丨
ビ
ス
実
施
月
1
2
月 

•
問
い
合
わ
せ
先
健
康
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係(

a
m
2 
1
7 
4)

 

従
業
員
数
が
伽
人
以
下
の
事
業
主
の
皆
さ
ま 

平
成
2
4
年
7
月
1
日
か
ら
改
正
育
児•

介
護
休
業
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
す 

男
女
と
も
に
、
仕
事
と
家
庭
の 

両
立
が
で
き
る
働
き
方
の
実
現
を 

目
指
し
、
平
成
2
1
年
、
育
児
•
介 

護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
M
年
7
月
1
日
よ
り
、
こ 

れ
ま
で
適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
た 

以
下
の
制
度
が
従
業
員
数
が§

人 

以
下
の
事
業
主
に
も
適
用
に
な
り 

ま
す
。 

•
1
育
児
短
時
間
勤
務
制
度 

(

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
指
置)

 

事
業
主
は
、
3
歳
に
満
た
な
い 

子
を
養
育
す
る
従
業
員
に
つ
い
て
、 

従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
利
用
で
き 

る
、
短
時
間
勤
務
制
度
を
設
け
な 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

•
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
就
業
規 

則
に
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
制
度
化 

さ
れ
た
状
態
に
な
つ
て
い
る
こ
と 

が
必
要
で
あ
り
、
運
用
で
行
わ
れ 

て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。 

•
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
1
日
の 

労
働
時
間
を
原
則
と
し
て
6
時
間 

(

5
時
間
“
分
か
ら
6
時
間
ま 

で)

と
す
る
揩
置
を
含
む
も
の
と 

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

•
2
所
定
外
労
働
の
免
除 

3
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す 

る
従
業
員
が
申
し
出
た
場
合
に
は
、 

事
業
主
は
、
所
定
労
働
時
間
を
超 

え
て
労
働
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

•
3
介
護
休
暇 

要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族 

の
介
護
そ
の
他
の
世
話
を
行
ぅ
従 

業
員
は
、
事
業
主
に
申
し
出
る
こ 

と
に
よ
り
、
対
象
家
族
が
1
人
で 

あ
れ
ば
年
に
5
日
ま
で
、
2
人
以 

上
で
あ
れ
ば
年
に
川
曰
ま
で
、
1 

日
単
位
で
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と 

が
で
き
ま
す
。 

•
介
護
休
暇
は
、
労
働
基
準
法
で 

定
め
る
年
次
有
給
休
暇
と
は
別
に 

与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
" 

V「

要
介
護
状
態」

お
よ
び「

対 

象
家
族」

の
内
容
に
つ
い
て
は
、 

介
護
休
業
と
同
様
で
す
。 

V「

そ
の
他
の
世
話」

と
は
、「

対 

象
家
族
の
介
護」
、「

対
象
家
族
の 

通
院
な
ど
の
付
き
添
い
、
対
象
家 

族
が
介
護
サ
j
ビ
ス
の
提
供
を
受 

け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
の
代
行 

そ
の
他
の
対
象
家
族
に
必
要
な
世 

話」

を
い
い
ま
す
" 

•
適
用
猶
予
さ
れ
て
い
た
前
記
1 

〜

3
以
外
の
改
正
部
分(

育
児
休 

業
の
改
正
や
子
の
看
護
休
暇
の
拡 

究
な
ど)

に
つ
い
て
は
、
す
で
に 

平
成
。
年
6
月
3
0
日
ょ
り
施
行
さ 

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

各
制
度
に
つ
い
て
は
、
就
業
規 

則
な
ど
へ
の
規
定
整
備
が
求
め
ら 

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会 

に
ぜ
ひ
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
労
働
局 

雇
用
均
等
室(

S 
0
2
4
,
-
5
3 

6
1
4
6
〇 
9
} 
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接種回数 
接種料金 
(上限） 

市補助 
(上限） 

自己負担 

高校生 1回 3,600 円 1,800 円 1,800 円 

13歳以上の中学生 1回 3,600 円 3,600 円 〇円 

13歳未満 
1回目 3,600 円 3,600 円 0円 

13歳未満 
2回目 2,550 円 2,550 円 〇円 

加
え
、
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
支 

援
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い
ま 

^
9
0 

※
対
象
者
の
ぅ
ち
生
活
保
護
世
帯 

の
方
は
、
医
療
機
関
に
生
活
保 

護
受
給
証
明
書
の
提
出
が
必
要 

で
す
。 

•
接
種
時
期 

1
1
月
1
日(

火)〜

平
成
2
4
年 

1
月
3
1
日(

火) 

•
接
種
機
関
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

任
意
接
種
の
実
施
医
療
機
関 

【

全
額
自
己
負
担
で
接
種
を
受
け 

た
方
へ】

 

保
健
セ
ン
タ
丨
に
連
絡
の
ぅ
え
、 

次
の
書
類
を
そ
ろ
え
手
続
き
を 

行
っ
て
く
だ
さ
い
。(

平
成
M
年 

2
月
末
日
ま
で)

 

※
接
種
料
金
に
違
い
が
あ
る
場
合
、 

市
補
助
金
額
を
上
限
と
し
て
補 

助
し
ま
す
。 

參
必
要
書
類
な
ど 

•
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済 

証
ま
た
は
母
子
健
康
手
帳
な
ど
接 

種
を
証
明
す
る
も
の 

•
領
収
書 

•
請
求
さ
れ
る
方(

保
護
者)

の 

通
帳
お
よ
び
印
か
ん 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ
1(

a
於
4
4
7
7)

 

市
で
は
、
高
齢
者
の
方
を
イ
ン 

フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
接
種
補
助
対
象 

者
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ 

ル
エ
ン
ザ
の
蔓
延
•
重
症
化
を
防 

ぐ
た
め
、
新
た
に
次
の
方
を
対
象 

と
し
ま
す
。 

春
追
加
対
象
者
生
後
6
ヵ
月
以 

上
高
校
3
年
生
相
当(

平
成
5
年 

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方) 

ま
で 

• 
B
歳
以
上
の
方
は
、
1
回
の
み 

の
補
助 

•
1
3
歳
未
満
の
方
は
、
2
回
ま
で 

補
助 

•
接
種
料
金(

補
助
額)

 

•
高
校
生=

接
種
料
金
3
、
6
0 

o
円
を
上
限
と
し
て
半
額
を
補
助 

し
ま
す
。 

• 
B
歳
以
上
の
中
学
生
=
3
、
6 

o
o
円
を
上
限
と
し
て
全
額
補
助 

し
ま
す
。 

•
1
3
歳
未
満=

 

•
1
回
目
3
、
6
0
0
円
を
上 

限
と
し
て
全
額
補
助
し
ま
す
。 

• 
2
回
目
2
、
5
5
0
円
を
上 

限
と
し
て
全
額
補
助
し
ま
す
。 

※
|
¥
細
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
リ
年
度
に
限
り
、
中
学
生 

以
下
の
方
に
は
、
市
の
補
助
に 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
接
種
の
補
助
対
象
者
を
追
加
し
ま
す 

胃
が
ん
集
団
検
診
を
実
施 

検
診
車
で
の
胃
透
視(

バ
リ
ウ
ム
造
影)

検
査〜

 

市
で
は
、
胃
が
ん
集
団
検
診
を 

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

申
込
み
さ
れ
て
い
る
方
に
は
個 

人
通
知
を
し
ま
す
が
、
転
入
さ
れ 

た
方
や
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い 

方
は
、
保
健
セ
ン
タ
丨
に
ご
連
絡 

く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
今
年
度
人
間
ド
ッ
ク
や 

胃
が
ん
施
設
検
診
な
ど
で
検
査
が 

お
済
の
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ 

ん
。 

•
対
象
者
4
0
歳
以
上
の
方 

た
だ
し
、
次
の
方
は
主
治
医(

医 

療
機
関)

で
の
検
査
を
お
勧
め
し 

ま
す
。 

•
喉
頭•

咽
頭
•
気
管
支
•
肺
の 

手
術
を
さ
れ
た
方 

•
食
道•

胃•

腸
の
開
腹
手
術
を 

さ
れ
た
方
、
人
工
肛
門
の
方 

•
食
道•

胃
•
腸
を
治
療
中
の
方 

•
期
間 

•
:
:
:
月
2
8
日〜

1
2
月
2
日(

月〜
 

金) 

•
1
2
月
5
日〜

1
2
月
7
日(

月〜
 

水) 

•
受
付
時
間
7
時
3
0
分〜

9
時 

O
K
J 

3
/
7 

※
指
定
さ
れ
た
日
に
受
け
ら
れ
な 

い
方
は
、
こ
の
日
程
内
に
受
け 

て
く
だ
さ
い
。 

•
検
診
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー 

•
内
容
検
診
車
で
の
胃
透
視 

(

バ
リ
ウ
ム
造
影) 

•
検
査
料
金I

円(

自
己
負
担 

額) 

※
検
診
日
当
日
、
7
0
歳
以
上
の
方 

は
無
料 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
保
健 

セ
ン
タ—

 (

3
3
5
4
4
7
7) 



重
度
障
が
い
者
の
介
護
者 

へ
激
励
金
を
支
給 

1
1
月
は「

労
働
時
間
適
正
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会 

化
キ
ヤ
ン
ぺ
丨
ン」

期
間
議
団
体
活
動
奨
励
金
募
集 

10 叩
月
1
日
現
在
で
、
3
カ
月
以 

上
市
内
に
住
所
を
有
し
、
日
常
介 

護
を
必
要
と
す
る
重
度
障
が
い
者 

を
介
護
し
て
い
る
方
に
、
激
励
金 

を
次
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
介
護
保
険
法
に
よ
る 

保
険
給
付
の
資
格
の
あ
る
重
度
障 

が
い
者
を
除
き
ま
す
。 

•
対
象
者 

在
宅
の
重
度
障
が
い
者(

内
部 

障
害
を
除
く
身
体
障
害
者
手
帳
ー 

級
ま
た
は
療
育
手
帳
A
所
持
者) 

の
介
護
者 

※
た
だ
し
、
介
護
保
険
の
資
格
の 

あ
る
方
は
、
対
象
外
に
な
り
ま 

す
。 

•
支
給
額
年
額
2
万
円(

障
が 

い
者
1
人
に
つ
き
介
護
者
1
人) 

•
申
請
期
間
1
1
月
B
曰(

火) 

〜

1
2
月
1
5
日(

木) 

※
重
度
障
が
い
者
介
護
激
励
金
現 

況
届
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
申 

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
健
康
福
祉 

課
障
が
い
福
祉
係(

K
m
2
1
0 

9) 

厚
生
労
働
省
で
は
、
1
1
月
を 

r

労
働
時
間
適
正
化
キ
ャ
ン
ぺ
丨 

ン」

と
し
、
労
使
を
は
じ
め
と
す 

る
関
係
者
に
対
し
て
、
長
時
間
労 

働
の
抑
制
な
ど
の
労
働
時
間
適
正 

化
を
図
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る 

よ
ぅ
周
知•

咎
発
を
行
ぅ
と
と
も 

に
、
キ
ャ
ン
ぺ
丨
ン
の
一
環
と
し 

て
、
厚
生
労
働
省
ホ
丨
^r

へ
丨
ジ 

に
お
い
て
職
場
の
労
働
時
間
に
関 

す
る
情
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

•
期
間
U
月
如
曰(

水)

ま
で 

I
V
厚
生
労
働
省
ホ
 ̂

^
ぺ
^~

ジ 

u 
R 

L 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
h
l
w
.
 

g
o
j
f
j
/
a
-
u
n
y
a
/
r
o
c
d
o
c
k
i
j
u
n
/
 

c
a
m
-
o
a
i
g
n
.
h
t
m
l
 

•
問
い
合
わ
せ
先
福
島
労
働
局 

労
働
基
準
部
監
督
課(

K
0 
2
4 

5 

3 

6
1 

4
6 

〇 

2
} 

相
馬
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民 

会
議
で
は
、
市
内
青
少
年
健
全
育 

成
事
業
活
性
化
の
た
め
、
団
体
活 

動
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。 

こ
の
奨
励
金
は
、
青
少
年
健
全 

育
成
事
業
を
行
ぅ
行
政
区
や
子
ど 

も
会
な
ど
の
団
体
の
活
動
を
支
援 

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

希
望
す
る
団
体
は
、
次
に
よ
り 

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
交
付
金
額
事
業
費
の
2
分
の 

1
以
内
、
限
度
額
1
0
万
円(

予
算 

の
範
囲
内)

 

•
対
象
事
業
青
少
年
育
成
団
体 

の
組
織
強
化
お
よ
び
青
少
年
健
全 

育
成
活
動
事
業 

(

例=

餅
つ
き
大
会
、
親
子
レ
ク 

リ
エ
^~

シ
ョ
ン
会
な
ど)

 

•
提
出
書
類
事
業
計
画
書
、
事 

業
予
算
書(

様
式
は
事
務
局
に
あ 

り
ま
す)

 

•
申
請
期
間
1
2
月
1
日(

木)
 

〜

1
2
月
2
7
日(

火)
 

•
申
請
•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬 

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
事 

務
局(

教
育
委
員
会
生
涯
学
習 

課(

3
3
7
2
1
8
7)

 

若
年
求
職
者
の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
開
催 

福
島
労
働
局
主
催
に
よ
る
お
お 

む
ね
犯
歳
未
満
で
正
規
雇
用
を
目 

指
す
求
職
者
の
方
を
対
象
に
、
合 

同
企
業
説
明
会
が
次
に
よ
り
開
催 

さ
れ
ま
す
。 

•
日
時
1
2
月
比
日(

金)

U
時 

〜

1
6
時 

•
場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨 

(

は
ま
な
す
館) 

•
内
容 

•
就
職
セ
ミ
ナ
丨(

n
時〜

じ 

時) 

•
企
業
に
好
印
象
を
与
え
る
履
歴 

書
、
職
務
経
歴
書
の
書
き
方 

.
効
果
的
な
自
己
P
R
の
仕
方 

•
合
同
企
業
説
明
会(

1
3
時〜

比 

時) 

•

個
別
ブ
丨
ス
を
設
け
企
業
と
求 

職
者
に
よ
り
説
明
会
を
実
施 

•
参
加
費
無
料 

•
問
い
合
わ
せ
先
若
年
者
地
域 

連
携
事
業
事
務
局(

運
営
受
託
団 

体=

学
校
法
人
新
潟
総
合
学
院)

 

S 
0
2
4—

9 
5 

6 

1
1
〇
2 

8)
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平成2 4 年 2 月 1 曰 は 

丨至済センサスー活動調査. 

内容は、総務省のキャンペーンサイトをご覧くださ 

data/e-census/ campaign/index.htm go 

詳し 

http: 

http://www.mhlw
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相 馬 市 教 育 復 興 子 育 て 基 金 へ 

ご 協 力 を お 願 い し ま す 
市では、震災からの復旧•復興に取り組んでいますが、将来を見据えた人材育成が大切と考え、 

9月議会において相馬市教育復興子育て基金条例を制定しました。 

趣旨をご理解いただき、皆様の温かいご支援をよろしくお願いいたします。 

•目的 

相馬市の子どもたちがこの危機を乗り越えてたく 

ましく成長し、私たちの世代を引き継ぎ、やがて社 

会の中心として活躍してもらうために、子どもたち 

の生きる力（確かな学力、豊かな心、健やかな体） 

をはぐくむことを目的としています。 

•事業実施状況 

この基金による事業実施状況は、毎年定期的にお 

知らせする予定です。 

•必要書類 

市指定の「ふるさと寄附金」申出書に必要事項を 

ご記入ください。 

申出書は、教育委員会学校教育課窓口に設置して 

あるほか、市ホ一ムページからダウンロードも可 

能です。 

•提出方法 

持参、郵送、ファックス、電子メール、いずれか 

の方法で学校教育課へ提出ください。 

申し出いただいた方に、折り返し衲入方法をご連 

絡します。 

※電子メールで提出される方は、件名を「相馬市教 

育復興子育て基金」とご記入ください。 

※申出書提出後、10日以上連絡がない場合は、お 

手数ですが学校教育課までお電話ください。 

_税制上の優遇捲置 

相馬市教育復興子育て基金への寄附は、ふるさと 

寄附金として取り扱われ、税制上の優遇指置を受け 

ることができます。 

具体的には、5,000円以上の寄附で、個人の市県 

民税所得割の一割を上限とした税控除、所得税では 

5,000円を超える寄附額が社会保険料などと同じよ 

うに所得控除されます。法人の場合には、税制上の 

優遇指置として寄附金額を損金に算入することがで 

きます。 

詳細につきましては、お問い合わせください。 

•問い合わせ先 

教育委員会学校教育課 

0 37-2185 FAX37-2617) 

電子 メール kv-gakko@citv.soma.fukushima.i'p 

ふ
く
し
ま
つ
子
体
験
活
動 

応
援
事
業 

県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も 

た
ち
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る 

環
境
が
少
な
く
な
つ
て
い
る
折
、 

心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る 

環
境
の
中
で
体
験
活
動
を
実
施
す 

る
団
体
な
ど
に
補
助
を
し
ま
す
。 

各
種
団
体
の
参
加
に
つ
い
て
は
、 

旅
行
業
者
を
通
し
て
い
た
だ
く
こ 

と
で
、
宿
泊
費
や
交
通
費
な
ど
の 

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す 

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

•
実
施
期
間
平
成
M
年
3
月
M 

日
ま
で 

•
内
容
幼
稚
園
や
保
育
所
、
学 

校
の
部
活
動
、
公
民
館
、
P
T
A
、 

ス
ポ
丨
ッ
少
年
団
、
子
ど
も
会
な 

ど
幼
児•

小
中
学
生
が
5
名
以
上 

参
加
し
、
福
島
県
内
で
行
わ
れ
る 

体
験
活
動
に
対
し
、
宿
泊
費
、
交 

通
費
•
体
験
活
動
費
、
保
険
料
を 

一
定
額
補
助
し
ま
す
。 

《

活
動
例》

 

自
然
体
験
、
歴
史
文
化
体
験
、 

ス
ポ
j
ッ
体
験
、
部
活
動
、
ス
ポ
ー 

ッ
少
年
団
や
子
ど
も
会
な
ど
の
交 

流
活
動
、
農
林
業
体
験
な
ど 

詳
し
く
は
、
県
教
育
庁
社
会
教 

育
課
の
ホ
 ̂

^
ぺ
I
ジ
を
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 

l
i
t
t
p
>
:
/
/
v
v
w
v
v
.
s
y
a
k
a
i
.
f
k
s
.
 

e
d
.
j
p
/
 

•
問
い
合
わ
せ
先 

•
県
教
育
庁
社
会
教
育
課(

s
o 

2
4 

—
—

5 

2 

1—

7 

7 
9 

9
^
V 

1
3 

1 

相
双
教
育
事
務
所(

Q 

5)

 

•
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習 

課(

S 

リ 
2 
1
8 

7)
 

最
低
賃
金
が 

改
定
さ
れ
ま
し
た 

福
島
県
の
最
低
賃
金
は
、 

“
=
1
:
2
日
か
ら
時
間
額
6
5
8
£
: 

と
な
り
ま
し
た
。 

最
低
賃
金
法
の
規
定
に
よ 

り
、
最
低
賃
金
額
未
満
で
労 

働
者
を
雇
用
し
て
は
な
ら
ず
、 

同
額
未
満
の
賃
金
で
雇
用
契 

約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、 

そ
の
契
約
は
無
効
と
な
り
ま 

す
。 な

お
、
特
定
の
産
業
に
は 

特
定(

産
業
別)

最
低
賃
金 

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先 

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部 

賃
金
室(

0
0
2
4
1
5
3 

6
1
4
6
〇
4
} 
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新
春
の
つ
ど
い
の
ご
案
内 

平
成
2
4
年
相
馬
市
新
春
の
つ
ど 

い
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。 

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
参
加
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

春
日
時
平
成
M
年
1
月
5
日 

(

木)
S

時 

參
場
所
相
馬
フ
ロ
丨
ラ 

•
会
費
2
、
o
o
o
円 

參
申
込
期
限
1
2
月
M
日(

水) 

※
会
費
を
添
え
て
お
申
込
く
だ
さ 

r

〇 

し 
※
申
込
用
紙
は
市
役
所
秘
書
課
、 

相
馬
商
工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。 

市
ホ
^
—
^
ぺ
^~

シ
ヵ
ら
タ
ウ
ン 

ロ
丨
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

•
そ
の
他 

※
当
曰
は
、
名
刺(

名
札
用)

を 

1
枚
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
送
迎
バ
ス
は
、
相
馬
商
工
会
議 

所
玄
関
前
と
市
民
会
館
前
か
ら 

1
5
時
3
0
分
に
出
発
し
ま
す
の
で 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先 

•
市
秘
書
課(

0
3
7
2
1
1
5)

 

•
相
馬
商
工
会
議
所
総
務
課(

0 

3
6
3
1
7
1)
 

_ 
i 
1 
念 

生
涯
学
習
講
座 

「

放
射
線
講
座」

を
開
催 

原
発
事
故
以
来
、
身
近
な
問
題 

と
な
つ
た
放
射
線
が
心
身
に
及
ぼ 

す
影
響
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を 

得
る
た
め
、
各
分
野
の
専
門
家
の 

先
生
を
お
招
き
し
て
放
射
線
に
関 

す
る
生
涯
学
習
講
座
を
開
催
し
ま 

^
9
0 講

座
は
、
n
月
か
ら
1
月
に
か 

け
て
、
全
4
回
行
い
ま
す
。
ど
な 

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。 

【

第
1
回
講
座】

 

•
日
時
1
1
月
2
6
日(

土) 

1
8
時〜

 

•
場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
1 

(

は
ま
な
す
館) 

•
講
師
横
浜
市
立
大
学
附
属
病 

院
麻
酔
科
准
教
授
宮
下
徹
也
氏
. 

放
射
線
技
師
伊
藤
紀
子
氏 

•
内
容「

放
射
線
か
ら
身
を 

守
っ
て
、
安
心
生
活」

 

放
射
線
を「

学
び」

、「

知
り」

、 

「

管
理」

し
て
付
き
合
ぅ
こ
と
が 

安
心
へ
の
第
一
歩
で
す
。
ぜ
ひ
お 

越
し
く
だ
さ
い
。 

※
当
日
は
車
が
混
み
合
ぅ
こ
と
が 

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
乗
り
合 

い
な
ど
で
の
ご
来
場
に
ご
協
力 

く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
涯
学
習
課 

(

S
3
7
2
1
8
7)

 

第
6
回
こ
こ
ろ
の 

ふ
れ
あ
い
サ
ボ
丨
ト 

全
国
の
ラ
イ
フ
セ
丨
バ
丨
を
中 

心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

「

チ
ー
ム
5
_
〇
• 

S」

が
、
被 

災
者
同
士
が
心
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て 

い
く
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
1
日
目
を
老
人
憩
の 

家
で
、
2
曰
目
を
飯
豊
小
体
育
館 

で
開
催
し
ま
す
。 

お
と
な
も
こ
ど
も
も
笑
顔
に
な 

れ
る
場
を
ご
用
意
し
ま
す
。
お
気 

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

•
日
時•

場
所 

•
1
1
月
况
日(

土)

川
時〜

1
5
時 

老
人
憩
の
家
清
流
荘(

山
上
字 

尖
森) 

•
。
月
2
7
日(

日)

1
0
時〜

巧
時 

飯
豊
小
学
校
体
育
館(

大
曲
字 

天
神
前) 

•
対
象
ど
な
た
で
も
。
お
気
軽 

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

•
内
容
•
お
と
な
向
け
"
円
卓 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
丨
シ
ヨ
ン
、
軽
い
運 

動
な
ど
•
こ
ど
も
向
け
H
屋
内
外 

遊
び
、
自
然
体
験
、
工
作
な
ど 

※
お
昼
ご
飯
や
着
替
え
は
持
参
し 

て
く
だ
さ
い
。 

※
各
仮
設
住
宅
へ
の
送
迎
バ
ス
が 

あ
り
ま
す
。 

參
後
援
相
馬
市 

•
問
い
合
わ
せ
先
•
豊
田
勝
義 

F
S
〇
9
〇 

—

 

4 
o 
9 
o, 

3
3 

4 
9)

 

•
健
康
福
祉
課(

M
2 
1 

7 
4
} 

•
チ
丨
ム
S
〇
S
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジ 

h
t
t
f
D
:
/
/
t
-
s
o
s
.
f
}

の 
r
s
i
m
m
o
n
s
.
 

i
n
c
.
c
o
m
/
 

オ
カ
リ
ナ•

男
声
合
唱 

ジ
ョ
イ
ン
トn

ン
サ
丨
ト 

中
央
公
民
館
で
開
催
し
て
い
る 

オ
カ
リ
ナ
と
男
声
合
唱
の
教
室
生 

が
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
^―

ト
を 

開
き
ま
す
。 

「

未
来
に
向
か
っ
て
伸
び
ゆ
く 

福
祉
と
文
化
の
都
市」

の
街
づ
く 

り
を
目
指
し
た
コ
ン
サ
丨
-
^
を
企 

画
し
ま
し
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
も
近
づ
い
て
き
ま 

し
た
。
皆
さ
ん
気
軽
に
生
の
音
楽 

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

參
日
時
1
2
月
1
1
日(

日)

1
4
時 

〜

5
4 

•
入
場
料
無
料 

•
演
奏
曲
目
き
よ
し
こ
の
夜
. 

竹
田
の
子
守
唄
.
エ
丨
デ
ル
ワ
イ 

ス•

木
曽
節
ほ
か 

•
会
場n

ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
ン 

タ
丨
2
階
会
議
室 

•
問
い
合
わ
せ
先
中
央
公
民
館 

(

S
M
2
2
0
8)

 

ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

ス
ポ
丨
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

市
民
が
各
種
ス
ポ
丨
ツ
な
ど
を 

ラ
リ
丨
方
式
で
体
験
し
、
楽
し
さ 

と
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
う
機
会
を 

つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
ポ
^―

 

ツ
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま 

す
。 

•
日
時
1
2
月
1
8
日(

日)

9
時 

3
0
分〜

M
時 

•
場
所
ス
ポ
^~

ッ
ア
リ
-~

ナ
そ 

う
ま 

參

種

目j 

.

.
•
ラ
丨
ジ
ボ
I
ル
卓
球 

•
力
ロ
丨
リ
ン
グ
_
w 
v
ソ
フ
ト
ハ 

レ
ー
ボ
丨
ル
•
弓
道
•
ス
ト
リ
丨 

ト
ダ
ン
ス
•
太
極
拳
•
力
ン
フ
丨 

•
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
•
パ
ド
ル
テ
ニ 

ス
•
将
棋 

•
参
加
費
無
料 

•
主
催
N
p
〇
法
人
そ
う
ま
中 

央
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

•
後
援
市
教
育
委
員
会
、
う
つ 

く
し
ま
広
域
ス
ポ
^―

ツ
セ
ン
タ
^―

 

(

有)

タ
カ
ク
ニ
、
福
島
民
報
社
、 

福
島
民
友
新
聞
社 

參
賞
品
1
人
が
6
種
目
以
上
体 

験
す
る
と
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま 

す
。 

※
当
曰
は
、
ス
ポ
丨
ツ
が
で
き
る 

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
ス 

ポ
^―

ツ
ア
リ
^“

ナ
そ
う
ま (

S
3
7 

2
3
〇
9
} 
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[トランぺッ卜]Akihiko Ikawa 

[卜ランぺッ卜]HirokiTochimoto 

[ホルン]Hitoshi Imai 

[卜 ロンボーン]Taken〇ri Yoshikawa 

[チユ一バ1 Yukihiro Ikeda 

12月17曰 開場14 ： 30開演"15 ： 00 

相馬市総合福祉センター（はまなす館） 

入場料無料（入場整理券が必要です） 

プログラム 

•主よ人の望みの喜びをa s •バッハ）•気のいい鍛冶屋（ヘンデル） 

•天空の城「ラピユタ」メドレー•ドラゴンクエスト序曲など 

※曲目は変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。 

※未就学児のご入場はご遠慮願います。 

申込み電話•メールで予約ができます。 

予約先（問合せ先）生涯学習課（ S 3 7 — 2 1 8 7 ) E メ 一ル ongaku@city.soma.fukushima.jp 

※図書館•相馬市中央公民館でも入場整理券を取り扱っています。 

そうま音楽夢エ居「震災復興支援コンサート」 

NHK交響楽団メンバーによる金管五童奏 

N-craftsコンサー 

そうま音楽夢エ肩では、福島県と公益財団法人三井住友海上 

文化財団との共同で「震災復興支援コンサート」を開催します。 

相馬高等学校•相馬東高等学校を中心に 仙ロフイルハーモニー管弦楽ffl特別演奏会 

した合同バンドが音楽によって再び結束。 

つながれ心つながれ力 
仙台フィルマイタウンコンサート 

in新地2011 
指揮：岩村力 

11月23曰 開場14:30開演15:00 仙台フィルハーモニー管弦楽団 

新地町終ム仕音詩 相双地区高等学校合同バンド 
(相馬高等学校•相馬東高等学校ほか） 

入場料無料（入場整理券が必要です） 

プログラム 
第 1 部 〜 吹 奏 楽 ス テ ー ジ 〜 

第 2 部 〜 仙 台 フ ィ ル ス テ ー ジ 〜 

•交響詩「フィンランディア」（シベリウス）•「カルメン」組曲より（ビセー）など 

※出演者•曲目などが変更になる場合もございますので、あらかじめご承知おきください。 

※未就学児の同伴入場はご遠慮ください。 

入場整理券配布場所相馬市生涯学習課•相馬市中央公民館•相馬市図書館 

問 い 合 わ せ 先 • 相 馬 市 生 涯 学 習 課 （ S 3 7 — 2 1 8 7 ) 

% 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 1 . 1 5 
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r
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彦
規
志
典
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明
浩
仁
武
幸 

川
本
井
川
田 

井
栃
今
吉
池 

mailto:ongaku@city.soma.fukushima.jp
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集 

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
で 

は
、
次
の
と
お
り
学
生
を
募
集
し 

ま
す
“ 

•
募
集
項
目
陸
上
自
衛
隊
高
等 

工
科
学
校
生
徒 

暴
応
募
資
格 

1
5
歳
以
上
n
歳
未
満
の
男
子 

(

中
卒
か
卒
業
見
込
含)

 

※
年
齢
基
準
=
平
成
2
4
年
4
月
ー 

日
現
在 

書
募
集
人
員 

約|

名(

参
考
•
2
2
年
度
募
集 

人
数) 

※
平
成
^
年
度
の
募
集
人
員
は
、 

決
定
次
第
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー 

ム
ぺ
丨
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し 

ま
す
。 

•
受
付
期
間
1
1
月
ー
日(

火)
 

〜

平
成
M
年
1
月
6
日(

金)
 

爆
試
験
期
日 

•
1
次
=
平
成
2
4
年
1
月
^
:
日 

(

土)
 

•
2
次=

平
成
M
1
月
M
日 

(

土)
〜

3
1
日(

火)

間
の
指
定 

る
1
曰 

春
試
験
会
場 

•
1
次=

南
相
馬
市
労
働
福
祉
会 

館(

予
定) 

•
2
次
H
陸
上
自
衛
隊
郡
山
駐
屯 

itil 

•
試
験
内
容 

•
1
次 

©
筆
記
試
験(

国
語
、
社
会
、
数 

学
、
理
科
、
英
語)

択
一
式
•
マ
丨 

ク
シ
.—

ト 

※
内
容
は
中
学
校
卒
業
程
度 

©
作
文(§

字
程
度)

 

• 
2
次=

口
述
試
験(

個
別
面 

接)
、
身
体
検
査
お
よ
び
適
性
検 

査 •
合
格
通
知
時
期 

•
1
次=

平
成
M
年
ー
月
2
3
日 

(

月) 

•
最
終=

平
成
以
年
2
月
"
日 

(

金) 

•
入
校
時
期
平
成
2
4
年
4
月
上 

旬 •
受
験
案
内
自
衛
隊
相
双
地
域 

事
務
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

參
申
込•

問
い
合
わ
せ
先
自
衛 

隊
福
島
地
方
協
力
本
部
相
双
地 

域
事
務
所
0
T
9 
7 
5
I
O
O
3 

3
南
相
馬
市
原
町
区
高
見
町
1 

|
~

，
三 
7—

- 
4 
2 

1
2
a
• 

f
a
x 

2
3
4
7
1
2)

 

税
の
無
料
相
談
の
ご
案
内 

東
北
税
理
士
会
相
馬
支
部
で
は
、 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ 

た
方
を
対
象
に
、「

税
金
に
関
す 

る
無
料
相
談」

と
、
税
を
考
え
る 

週
間
の
行
事
と
し
て一

般
の
方
を 

対
象
に「

様
々
な
税
金
に
関
す
る 

無
料
相
談」

を
開
催
し
ま
す
。 

•
日
時 

1
1
月
洸
日(

土)

、
2
7
日(

日)
 

1
0
時〜

1
6
時 

•
場
所 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨(

は
ま
な 

す
館)

2
階
会
賺
室(

§
3
3
6
1
9 

o 
5)

 

•
被
災
さ
れ
た
方
が
ご
相
談
の
際 

に
持
参
す
る
も
の 

•
り
災
証
明
書 

•
建
物
の
建
築
時
期
が
わ
か
る
資 

料 •
直
近
の
確
定
申
告
書
な
ど 

•
問
い
合
わ
せ
先 

東
北
税
理
士
会
相
馬
支
部 

税
務
支
援
対
策
部(

B
m
2
0
2 

4)
 

※
税
金
の
申
告
書
類
の
作
成
、
税 

の
相
談
や
手
続
き
な
ど
は
税
理 

士
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。 

※
依
頼
す
る
場
合
は
資
格
の
あ
る 

正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
ど
ぅ 

か
、
税
理
士
会
な
ど
に
確
認
す 

る
な
ど
、
十
分
に
注
意
し
て
く 

だ
さ
い
。 

被
災
住
宅
の
補
修
や
再
建 

の
無
料
相
談
を
実
施 

一
般
財
団
法
人
ふ
く
し
ま
建
築 

住
宅
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被
災
者
か 

ら
の
住
宅
の
補
修
•
再
建
な
ど
の 

相
談
に
無
料
で
お
応
え
し
て
い
ま 

す
。 

《

相
談
例》

 

•
基
礎
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
し
ま
っ 

た
。
•
内
装
に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
し 

ま
っ
た
。
•
瓦
が
割
れ
た
、
ず
れ 

た
。
•
家
が
傾
い
て
し
ま
っ
た
。 

な
ど 

【

相
談
業
務
内
容】

 

•
相
談
専
用
フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ
ル 

ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン
タ
丨 

本
部 

•
フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ
ル 

〇
8
〇
〇 

8
〇
〇—

 
8 
5
5 
3 

•
受
付
時
間
8
時
如
分〜

n
時 

(

祝
日
を
除
く
月
曜
日〜

金
曜 

日) 

【

相
談
窓
口】

 

•
現
地
相
談
所
南
相
馬
市
原
町 

区
錦
町
1
丁
目
2
5
ア
^―

ス
ム 

1
階
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
丨 

※
フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ
ル
に
ご
予
約
の 

ぅ
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

•
フ
リ—

ダ
イ
ヤ
ル 

〇
8
〇
〇 

8 
o 
o 

3
9
2
0 

【

対
面
相
談】

 

•
受
付
時
間
川
時〜

1
6
時 

(

祝
日
を
除
く
月
曜
日
お
よ
び
金 

曜
日) 

【

現
地
で
の
相
談(

随
時)

】
 

被
災
者
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、 

随
時
現
地
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

※
相
談
業
務
は
、
ー
級
建
築
士
が 

対
応
し
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
一
般
財
団
法 

人
ふ
く
し
ま
建
築
住
宅
セ
ン
タ
-―

 

(

s 
o 
2 
4
1
5 
7 
3
1
〇
1
1 

8 

F
A
X
Q
2
4 

5
7
3 

〇
1
6
〇
} 

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る 

無
料
法
律
相
談
会 

原
発
事
故
に
よ
る
賠
償
請
求
手 

続
き
の
相
談
な
ど
、
震
災
に
関
す 

る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま 

す
。 希

望
す
る
方
は
生
活
環
境
課
ま 

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

•
日
時
1
2
月
7
日(

水)

1
0
時 

4
5
分〜

1
4
時
4
0
分 

•
場
所
市
役
所
1
階
市
民
相 

談
室 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

S
3
7
2
1
4
4)
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震
災
の
影
響
に
よ
リ
政
存
の
お
借
入
れ
の
ご
返
済
に
お
困
リ
の
方
へ 

「

私
的
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」

に
基
づ
く 

債
務
の
整
理
に
つ
い
て
相
談
会
を
開
催 

8
月
2
2
曰
か
ら「

個
人
債
務
者 

の
私
的
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ 

イ
ン」

の
適
用
が
開
始
さ
れ
ま
し 

た
。
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ 

イ
ン
運
営
委
員
会
福
島
支
部
で
は
、 

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
債 

務
の
整
理
に
つ
い
て
相
談
会
を
開 

#
し
ま
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守 

し
ま
す
。 

「

津
波
や
地
震
で
家
も
車
も 

失
っ
た
の
に
、
ロ 

—

ン
は
残
っ
て 

支
払
が
難
し
い」

、「

原
発
の
影
響 

で
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
家
の 

ロ
丨
ン
が
残
っ
て
い
る」

、「

事
業 

を
再
開
し
た
い
が
、
地
震
で
壊
れ 

た
設
備
の
負
債
が
残
っ
て
い
る」

 

な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち
の
個
人
の 

方
、
個
人
事
業
主
の
方
の
ご
相
談 

を
受
け
付
け
ま
す
。(

法
人
の
方 

は
除
き
ま
す) 

參
曰
時 

f
f
i
u
月
如
日(

日)
 

©
1
2
月
7 
日(

水)
 

(
3
)
1
2
月
1
8
日(

日) 

※
各
日
程
ぃ
ず
れ
も
^
時〜

比
時 

ま
で 

•
会
場n

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン 

タ
丨(

中
村
字
北
町
5 
5
1
1)

 

•
内
容「

私
的
整
理
に
関
す
る 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」

に
基
づ
く
債
務 

の
整
理
に
つ
い
て
の
ご
相
談 

•
予
約
先
個
人
版
私
的
整
理
ガ 

イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
福
島 

支
部(
§
3
0 
2 
4—

5
2
6—

 
o 

2 
8 
1)

 

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
事 

前
の
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま 

す
。 

•
主
催
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ 

ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
福
島
支 

音 •
問
い
合
わ
せ
先
一
般
社
団
法 

人
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ 

ン
運
営
委
員
会
福
島
支
部 

(

〒
9
6
0
1
8
0
4
1
福
島 

県
福
島
市
大
町
4—

ー
5
チ
ェ 

ン
バ
お
お
ま
ち
4
階(

福
島
県
銀 

行
協
会
内)

§
3
0
2
4 

—

 
5
2 

6 
—

 

〇 
2 
8
1
} 

裁
判
手
続
き
の
方
法
を 

ご
案
内
し
ま
す 

福
島
県
内
の
裁
判
所
で
は
、
裁 

判
手
続
き
の
利
用
を
お
考
え
の
方 

に
、
無
料
で
裁
判
手
続
き(

概
要 

や
必
要
書
類
、
経
費
な
ど)

を
ご 

案
内
し
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
最
寄
り
の
裁
判
所
に 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
例
え
ば…

 

•
震
災
で
亡
く
な
っ
た
り
、
行
方 

不
明
と
な
つ
た
り
し
た
方
の
財
産 

に
関
す
る
こ
と 

•
震
災
で
両
親
が
亡
く
な
つ
た
り
、 

行
方
不
明
と
な
つ
た
り
し
た
お
子 

さ
ん
の
後
見(

財
産
の
管
理)

な 

ど
に
_
す
る
こ
と 

•
手
形
や
小
切
手
な
ど
の
有
価
証 

券
の
紛
失
に
関
す
る
こ
と 

•
借
り
た
お
金
を
返
せ
な
い
な
ど 

•
問
い
合
わ
せ
先 

•
相
馬
簡
易
裁
判
所(

中
村
字
大 

手
先 
4
8
1
1 

S
3
6
5
1
4 

1) 

•
福
島
地
方
裁
判
所(

福
島
市
花 

園
町
5—
4
5 

S
0
2
4—

5 

3 
4
1
2
2
8
9
} 

•
福
島
家
庭
裁
判
所(
福
島
市
花 

園
町
5—

3
8 

S
0
2
4
I
5 

3 
4―

2
4
1
9 

}
 

•
福
島
簡
易
裁
判
所(

福
島
市
花 

1
町 
5—

4
5 

S
0
2
4—

 
5 

3
4—

—

2
3
6
0)

 

地
デ
ジ
視
聴
に
つ
い
て 

相
談
コ
丨
ナ
丨
を
設
置 

福
島
県
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、 

来
年
3
月
M
日
に
終
了
し
ま
す
の 

で
、
地
デ
ジ
の
ご
準
備
を
お
急
ぎ 

く
だ
さ
い
。 

デ
ジ
サ
ボ
福
島
で
は
、
次
の
期 

間
、
相
談
コ
丨
ナ
丨
を
設
置
し
ま 

す
。
地
デ
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
丨
が
個 

別
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
の
で
、 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事 

前
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

•
期
間 

月 
1 
曰 
采 

15 

曰(

木) 

2
時〜

1
6
時 

※
土
曜•

日
曜•

祝
日
を
除
く 

•
場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨 

(

は
ま
な
す
館)

第
1
会
議
室 

•
内
容
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視 

聴
に
関
し
て
の
総
合
相
談 

「

地
デ
ジ
受
信
相
談」

「

チ
ュ
丨 

ナ
丨
支
援
の
手
続
き
相
談(

※
ご 

な
ど 

※
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
視
聴
で 

き
な
い
N
H
K
放
送
受
信
料
全 

額
免
除
世
帯
.
市
町
村
民
税
非 

課
税
世
帯
•
半
壊
以
上
の
被
災 

さ
れ
た
世
帯
の
方
々
を
対
象
と 

し
て
い
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
デ
ジ
サ
ポ
福 

島(

S
0
2
4
1
5
0
5
1
l
o 

l
o)

 

•
平
日
=
9
時〜

の
時
• 

土
日
•
祝
日
=
9
時〜

1
8
時 

東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で
お 

悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相 

談
を
行
い
ま
す
。
税
務
関
係
の
相 

談
も
お
受
け
し
ま
す
。 

•
日
時
平
日•

1
3
時〜

"
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第
1 

会
議
室(

2
階)

 

•
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

•
後
援
•
相
馬
市
四
団
体
協
議 

会(

司
法
書
士
会•

行
政
書
士 

会•

土
地
家
屋
調
査
士
会•

税
理 

士
会)

•
福
島
県
社
会
保
険
労
務 

士
会 

※
弁
護
士
会
は
月
.
木
曜
日
の
1
4 

時〜

1
6
時
。
四
団
体
協
議
会
は 

平
日
の
1
3
時〜

1
7
時
。
社
会
保 

険
労
務
士
会
は
火
曜
日
の
1
3
時 

〜

5
時
。 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し 

ま
す
。(

S
M
2
2
0
6)

 

無
料
法
律
相
談
の 

ご
案
内 

じ
月
2
日(

金)

B
時〜

比
時
、 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨
で
。 

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
市
社 

会
福
祉
協
議
会(

§
3
3
6
5 
0 

3 

3)

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
予
約
は
n
月
M
日(

金)
 

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 



1 2月定例教育委員会開催 

傍聴を希望する方は、事前にお問い 

合わせください。 

參日時 1 2月 6日（火） 1 3時 3 0分 

春場所中央公民館会議室 

•問い合わせ先 

教育部総務課 0 3 7 - 2 1 8 3 ) 

「思いやり人も車も自転車も」 

相馬市内の交通事故発生状況 

発生件数 死者数 傷者数 

平 成 2 3 年 
1 0 月 14 0 19 

累 計 
( 1 月 〜 ） 146 1 186 

前 年 
同 月 比 -23 1 -37 

《12月の健診•相談会など》 会場保健センタ一（ S 35-4477) 

実施曰 受付時間 事 業 名 対 象 児 
12月2曰（金） 12 ： 30 〜13 ： 00 9〜10か月児健診 平成2 3年 2月生まれ 

12月8日（木） 1 3 ： 0 0 〜 1 3 ： 3〇 1歳6か月児健診 平成2 2年 5月生まれ 
12月9曰（金） 12 ；15 〜1?こ 45 3〜4か月児健診• BCG接種 平成2 3年 8月生まれ 
12月12曰（月） 9 : 1 5 〜 9 ： 40 1歳児むし歯予防教室 平成2 2年10月生まれ 
12月15曰（木） 13 ： 00 〜13 ： 30 3歳児健診 平成2 0年 8月生まれ 
12月16曰（金） 13 ： 30 〜16 ： 30 言語相談会※ 就学前の幼児（予約制） 
12月2〇日（火） 9こ 1 5〜 9こ 4 5 育児相談会 希望者（乳幼児） 

※お子さんに、ことばが遅い、発音が気になるなど 

の心配がある場合は、専門の相談員が相談に応じます。 

定員が1回あたり3〜4人のため予約制となります。 

相談をご希望の方は、事前に保健センターにご連絡く 

ださい。 

•申込•問い合わせ先保健センター（ S 35-4477) 

•10月の3歳児健診でむし歯のなかったお子さんは、 

15名でした。 

Ifi Ifiさん i feAさん 佐々木汐胆さん 
よ ね や ま み S 

ふ.記#さん fe* Miさん 1 i A 巷 さ ん i看さん 

田あゆむさん 将S装崖さん ホ春甬ネlliさん 齋藤ななみさん 

m m & さ ん さん S I 筅 さ ん 

みんな素晴らしいね、むし歯セ、ロ、歯磨き頑張ろ• 

休日当番医 

11月20日（日） ふなばし内科クリニック 中 村 字 塚 田 35-1500 

1 1月2 3日(水） 柏 村 内 科 胃 腸 科 中 村 ニ 丁 目 36-6636 

11月27日（日） 羽 根 田 医 院 沖 ノ 内 ニ 丁 目 35-2970 

1 2月 4日（日） 相 馬 中 央 病 院 沖 ノ 内 三 丁 目 36-6611 

12月11日（日） 杉 本 医 院 小 泉 字 高 池 36-3650 

献 血 に ご 協 力 を 

※診療時間は9:00 ~16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相馬中央病院（S 36-6611) 

休日歯科当番医 

11月20曰（曰) 西 町 歯 科 医 院 南相馬市鹿島区46-5534 

n 月 2 3 日 ( 水 ） グ リ ー ン 歯 科 小 泉 字 高 池 35-5112 

1 1月2 7日(日） 佐 藤 歯 科 医 院 中 村 字 新 町 36-0707 

1 2月 4日（日） 擦 山 歯 科 医 院 沖 ノ 内 ニ 丁 目 36-1622 

12月11日（日) 相 良 歯 科 医 院 南相馬市鹿島区 67-2525 

※診療時『曰ポょ9:00 ~16:00 

月 曰 時 間 場 所 

11月17曰(木） 9 ： 50 〜16 ： 30 («I H Iキヤステイングス 
相馬工場 

11月18曰（金） 9 ： 00 〜16 ： 30 (株)I H I 

12月5曰（月） 

10 ： 00〜12 ： 00三星化学工業(株)相馬工場 

12月5曰（月） 

13 ： 30 〜16 ： 30 
ローム•アンド.ハース• 
ジャパンW 

12月7日(水) 10 ： 00 〜16 ： 30 市民会館 

12月11曰（曰) 

10 ： 00 〜14 ： 00 エイトタウン相馬 

12月11曰（曰) 

14 ： 30 〜16 ： 30 大橋屋小泉店 

M i 編集と発行；相馬市情報•課〒976"8601相馬市中村字大手先13 TEL 0244-37-2117 FAX0244-35-4196印刷；中村印刷(株) 
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